
参院議員選挙 争点 

 

選挙などの日程  

参院議員選挙公示  

6/22（水） 

参院議員選挙投開票  

7/10（日） 

期日前投票期間  

6/23（木）～7/9（土） 

 

読売新聞社は１０日投開票の参院選に合わせ、立候補者対象のアンケート調査を実施した。 

  

争点（複数回答）として、「景気・雇用対策」を挙げ

た候補者が６３％と最も多く、次いで「憲法改正」、

「年金・医療など社会保障改革」などの順だった。 

 調査は公示前の６月６日から主な候補者を対象

に実施した。回収率は８７％。 

 参院選の争点では、自民、民進、公明、共産など

６党で「景気・雇用対策」が１位になった。 

 「憲法改正」は、民進党で４２％、共産党で７０％

に上るなど野党では上位を占めたが、自民、公明

両党ではごくわずかだった。「改憲反対」を共闘の

旗印とする野党が争点化を図る一方、与党は争点

として位置づけず、すれ違いが生じている構図だ。 

 消費税率１０％への引き上げ延期については、自民、公明両党の９割以上が賛成し、

ほとんどの野党でも賛成が多数を占めた。 

 ただ、社会保障費や財政赤字に対応するため、どう財源を確保するかについては

意見が割れた。自民党では「景気回復による税収増で賄う」が７３％を占めたのに対

し、公明党は３８％にとどまった。民進党は「所得税や法人税など消費税以外の増

税」が３１％と最も多く、共産党も８９％だった。 



 消費増税と同時に、食品などの税率を低くする軽減税率の導入については、自公

両党で賛成が多数だったが、参院選公約で「給付付き税額控除」を掲げる民進党は９

６％が反対した。 

 憲法改正では、「改正する方が良い」とした候補は自民党で９５％、公明党は９６％

に上った。 

 民進党は５４％が「改正しない方が良い」だったが、改憲派も３５％いた。民進党など

野党は、国会発議に必要な改憲勢力の「３分の２（１６２）」の獲得阻止を掲げるが、党

内にも改憲に前向きな候補者がいる複雑な事情がうかがえる。 
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選挙ドットコム編集部 マニフェスト・政策比較 

 

>>全政党の政策比較まとめ！ 

>>政策比較「アベノミクス評価」  

>>政策比較「憲法改正について」  

http://go2senkyo.com/articles/2016/06/23/19887.html
http://go2senkyo.com/articles/2016/06/27/20362.html
http://go2senkyo.com/articles/2016/06/27/20362.html
http://go2senkyo.com/articles/2016/06/28/20548.html


>>政策比較「安保法制について」  

>>政策比較「原発政策」  

>>政策比較「子育て政策」  

>>政策比較「TPP」  

>>政策比較「消費税増税」  

>>政策比較「若者政策」 

 

 

 

http://go2senkyo.com/articles/2016/06/29/20602.html
http://go2senkyo.com/articles/2016/06/29/20602.html
http://go2senkyo.com/articles/2016/07/03/21003.html
http://go2senkyo.com/articles/2016/07/03/21003.html
http://go2senkyo.com/articles/2016/07/06/21097.html
http://go2senkyo.com/articles/2016/07/06/21097.html
http://go2senkyo.com/articles/2016/07/04/21020.html
http://go2senkyo.com/articles/2016/07/04/21020.html
http://go2senkyo.com/articles/2016/07/01/20850.html
http://go2senkyo.com/articles/2016/07/01/20850.html
http://go2senkyo.com/articles/2016/07/07/21109.html

